
成都の反閉鎖住区
The prototype of the unclosed community in Chengdu

中国の「成都」では、都市の急速なスプロール化に伴い、閉鎖的なタイプの「小区」が大量建設されてい
ます。これらの「小区」は、単一機能・巨大なヴォリュームであり、土地の低い使用率・交通渋滞・身体

スケールの欠如など、一連の都市問題を抱えています。
これに対して、2016年に政府は、「都市計画と建設の管理意見文」を発令しました。閉鎖的な「小区」が
建設されないよう、塀を撤廃し、内部道路を社会資源として活用する開放的な「小区」を主張しました。会
一方世論調査では、70％の市民が政府の推進する開放的な「小区」に反対しており、社会問題を抱えながる

らも、市民になじまれた閉鎖的な「小区」が求められています。鎖
市民と政府の対立を乗り越える「小区」が求められています。「閉鎖かつ開放」、「混沌かつ秩序」といら

った、両義的な住居モデルを提案します。住
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1953年から1957年までは中国最初の五年計画時期で、中国とソ連の「ハ
ネムーン期間」とも言えた。当時、中国はソ連からの支援を受けて積極
的に工業産業を発展させ、成都でも工業産業を中心に郊外に多数の工場
を設立した。この期間の典型的な居住形式は、郊外の工場と都市中心部
の間に設立されたさ各工場の付属住宅区でした。
その住宅区の計画は、当時のソ連の「スーパーブロック」の都市計画の
思想の影響を受け、「生活より生産が大事」、「個人より集体が大事」
などの集体主義の思想が中心として、中国語で「单位（中国語で仕事場
の意味）大院」という住宅ブロックが作成されました。 各ブロックの
内部はマイクロ社会のような、小学校、ショーピングモール、オフィス
ビルなど付属施設が完備された。当時住んでいた人々は皆同じ工場で働
いるため、ほぼ全員同じペースで生活していた。

1949年前成都でのメイン居住形式は木造の院落制の屋敷で組み合わせてで
きた伝統集落だった。街路に面した部屋は店舗として、「前店後居」の住
み方が多く見られた。私は注目した敷地もこの時期の典型的な様子に見ら
れ、敷地全体が元々四つの家族(地元の大家)の屋敷と一つの70年代が建て
られた服装工場で構成されていた。

1949年、現代中国が建てられ、土地制度の社会主義改革により、大家
の私邸が没収され、公有住宅になって、当時の貧乏の労働者に分配さ
れた。取り壊す前まで、全敷地内は約200世帯の家族が混住していた
。室内空間が狭いし、生活必要なインフラもないため、室外の台所や
隙間での増築などが多く見える。

1958年、中国とソ連の関係は崩壊して。当時の中国の外部の厳しい
国際環境により、中央政府は、武器開発や生産などの国家秘密産業
を中国の後背地に移転して、「三線建設」という主要なアイデアを
提案した。当時の成都は、建設の主要都市の1つとして、元々東北部
であった工場が多く受け入れた。この期間に労働者のために設立さ
れた住宅区は、ソ連式の「単位大院」のモデルを完全に放棄し、よ
りコンパクトで、土地利用率がより高い「行列式」のレイアウトを
採用しました。

1990年ごろ、市場経済のさらなる発展に伴い、国有企業の再編と変革
がレイオフの波を引き起こした。レイオフされた労働者が自分のビジ
ネスを始めるのを支援するために、中央政府は、元の住宅区の中の空
地でレイオフされた労働者たちが販売や営業できるマーケットを設立
した。営業者の数が増えると、道路の両側も徐々に占有され、一時的
なブースが設置された。1階に住んでた労働者達も、通りに面した窓を
直接開けて、部屋を店舗に転用したりとか、庭に面した一階住民はさ
らにシンプルな一部屋を増築して、営業やリビングルームなどとして
扱っていた。
特別な時代に、もともと行政ルールに違反していた行動は、解雇され
た労働者をなだめ、社会の安定を維持するために暗黙の了解を形成し
ました。

2000年代後半から、中国は徐々に「単位（国営工場など仕事場）」を主体
とした住宅区の建設と管理モデルを別れ、中国社会主義の特徴を備えた「
民主的コミュニティ」システムを取り組み始めた。つまり、行政を主力と
する管理フレームワークの中で、市民の参加型の「社区建設」システム。
2010年以降、社区の老朽化に対応するため、成都の主要コミュニティは、
コミュニティ内のインフラ関する「社区微更新」運動を始めた。下水やガ
スなどのパイプラインの更新以外、社区内の住民たちの互いの交流を強化
するために、各「小区」（住宅グループ）内の緑地がオープンされ社区全
体のパブリック空間としてマイクロ公園や、マイクロスポーツ場などパブ
リック施設が建てられ、社区全体の品質が向上させた。

1998年に、福祉住宅制度の完全な廃止と住宅の完全に商品化により、政
府は建設主体から管理と規制の主体に変わった。都市の土地がオークシ
ョンの形で不動産会社に譲渡され、不動産会社により住宅を開発と販売
する新しい時代が始めた。住宅用地を開発する時、緑地と公共空間など
公共施設を建設する必要があるんですが、建設した時、公共施設の建設
費用は実際に買い手に割り当てるため、完成後の公共施設は自然的にコ
ミュニティの内部の専用施設になり、徐々に今のような「人気」がある
閉鎖的なコミュニティの形式を形成しました。

1978から、改革開放政策が初めて、過去10年間（1966－1976）の文化
革命により、ほとんど停滞していた生産構造は徐々に回復して、住宅
不足を解決し、土地利用率を高めるために、多くの企業が元の住宅ブ
ロックの中庭の空地に新しい住宅を建てた。また計画経済から市場経
済への移行期に、国有企業の再編により、住宅ブロックの一部が社会
に向かう都市住宅に建て替えされることも多く見えた。この時期から
、集体主義ユートピアが徐々に崩壊し始めた。
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90年代初頭に、住宅配分制度は徐々に廃止され、政府は社会人に向
いている分譲住宅区を計画し始めた。1983年、成都政府は「青羊住
宅区」の計画コンペを開催し、それの一等賞を実施し、現代コンミ
ュニティの公共施設の指標を満たす最初の総合住宅コンミュニティンミュニティ
を作成した。コミュニティは、幼稚園やコミュニティサービスステ稚園やコミュニティサ
ーションなどの公共の建物に集中しており、緑地を中心としたいく公共の建物に集中し
つかの「小区」が分布していた。主要道路の両側に商業店舗があっつかの「小区」が
て、下水道やガスや電気などのインフラは確立されており、過去の
住宅区と比べて質的に飛躍していた。
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成都の異なる時代にできた住区を調査しました。最も意外な気づきは、完全に閉じられた住区が存在しなかったということです。古くに作られた住区では、私的な領域へと到達したと思えば、近
隣の人々の声が聞こえ、さらに進むと、部外者として監視されているような視線を感じ、そのまた奥には住人しか立ち入れない領域がありました。このように、領域が分断されているように見え
ながら、公と私が緩やかに変化する「空間」が存在していることがわかりました。この領域と空間の関係を抽出します。

実験の対象となる敷地は、成都の都心部にある取り壊しの決まった伝統集落エリアです。歴史建築として指定された建物
の保存、既存の住居棟が持つ敷地属性の継承、周辺地域との連続を行います。そして、敷地全体で住居を主軸としつつ、
商業・ビジネス・文化施設が混在する「小区」を「反閉鎖住区」とし　て再定義します。

グラデーションの空間システムを生成ルールとし、中国伝統的な住宅空間の原型である「中庭」を媒介（ミディアム）として200m x 200m のブロック内で住区のボリュームを構築して、日照や
密度、容積率などを参考要素として試行錯誤します。
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開放レベルの違うもの同士が干渉し過ぎないようにするために、垂直方向にずらし切断します。 そうしてできたヴォイドに方向性を与え、機能を配置していきます。 4つのレベルにおいてそれを反復し、[広場]に面する動線を斜めにつなぎ直し、各機能を連続させます。さらに水平垂直でできた空間を3
次曲面に変形していき、異なる開放レベルと機能が切断しながら連続する統一体を形成します。　　
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1. 商業

8. 住民委員会事務所
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